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がんを患った方とそのご家族が、その人らしい生活を維持しながら、自宅や施設などの身

近な場所で過ごすための仕組みをつくりあげるとき、医療・介護・看護・福祉の幅広い

職種で、患者さんやご家族の思いに寄り添いながら議論することが大切です。

このたび、がん患者さんの在宅療養を支えるガイドが作成されました。沖縄県の在宅療養

を支える専門職が一堂に会し、「がん患者さんが希望する場所で最期まで過ごすことので

きる仕組みづくり」の実現に向けて、療養する患者さんとご家族を支える情報の共有と連

携の必要性について話し合います。皆さまのご参加を心よりお待ちしています。

開催日時

対　象

会　場

定　員

参加方法

参加費

13：00～17：30
（12：30開場）2016年2月14日

80名 無 料

日

沖縄県内で在宅医療に関わる医療・介護・看護・福祉・行政職、
がん患者さんの在宅療養支援に関わっている方

オブザーバー参加 ： 沖縄県内および県外でがん患者さんの在宅療養の取り組みに関心のある方

※詳しくは裏面をご覧下さい

※定員を超過した場合、
   お申し込みをお断りする
   場合があります

事前申込が必要 申込期限 ： 2016年1月29日（金）
お申し込みは、FAX・ウェブフォームにて

沖縄県医師会館3階大ホール
沖縄県南風原町字新川218-9

＜アクセス＞
沖縄都市モノレール首里駅前バス停か

ら1番（首里牧志線）、または14番（牧

志開南循環線）に乗り、沖縄県立南部

医療センター・こども医療センター前

または新川営業所にて下車

共　　催：沖縄県在宅医療人材育成・質の向上センター／地域におけるがん患者の療養支援情報 普及と活用プロジェクト／琉球大学医学部附属病院がんセンター
特別後援：公益財団法人正力厚生会 ／ 読売新聞社
後　　援：沖縄県／一般社団法人沖縄県医師会／公益社団法人沖縄県看護協会／一般社団法人沖縄県介護支援専門員協会
　　　　　一般社団法人沖縄県医療ソーシャルワーカー協会／一般社団法人沖縄県薬剤師会／琉球新報社／沖縄タイムス社（一部調整中、順不同）



沖縄県在宅医療人材育成・質の向上センター TEL:098-895-1369  FAX:098-895-1497
メール：motoko@jim.u-ryukyu.jp
HP: http://www.okinawa-zaitakushitu.jp住所：西原町字上原207番地

（琉球大学医学部附属病院がんセンター内）
お申し込み・
お問い合わせ先

下記サイトからお申し込みください。

お 名 前

所属機関

経験年数

職　名

性　別

フ リ ガ ナ

ウェブフォームでのお申し込みの場合はこちら

FAXでのお申し込みの場合はこちら

研修会 in  沖縄2016  プログラム

ウェブフォーム https://ssl.formman.com/form/pc/1LSIgmYSKXcjWAzp/

FAX番号 098-895-1497

男　性

3 年以上 5 年未満 5 年以上 10 年未満 10 年以上3 年以上

電話番号 年　齢 20 代 30 代 40 代 50 代～

女　性

住　　所
〒 市

町
村

ご家族のためのがん患者さんとご家族をつなぐ在宅療養ガイド

開会あいさつ 山里 将進
（沖縄県医師会 沖縄県在宅医療連携体制推進委員会委員長［浦添市］）

まとめ・閉会あいさつ 増田 昌人
（琉球大学医学部附属病院がんセンター長）

渡邊 清高
（帝京大学医学部内科学講座 腫瘍内科［東京都板橋区］）

河原 正典
（爽秋会岡部医院［宮城県名取市］）

総合司会

第 1 部  

德盛 裕元
（すまいるサポート株式会社 介護支援専門員［南城市］）

ご家族のためのがん患者さんとご家族をつなぐ在宅療養ガイド
作成の経緯とこれからの展望

在宅緩和ケアの現場から　仙台での取り組み

樋口 美智子
（那覇市立病院 医療ソーシャルワーカー［那覇市］）

おきなわがんサポートハンドブックについて

基調講演

第 2 部  リレートーク & ワークショップ　

渡邊 清高研修会の趣旨説明と進め方

がん患者さんが安心してわが家で過ごすために
全体ディスカッション（参加者全員でグループに分かれてディスカッションを行います）

コーディネーター：島袋 恭子
（那覇市立病院 医療ソーシャルワーカー［那覇市］）

荷川取 尚樹
（花あかり居宅介護支援事業所 介護支援専門員［南城市］）

在宅での療養を始める 意思決定とコミュニケーション

1

コーディネーター：宮城 愛子
（大名訪問看護ステーション 訪問看護認定看護師［那覇市］）

「最期のとき」と向き合う 住み慣れた地域で支えるためには

2

コーディネーター：喜納 美津男
（きなクリニック 院長 医師［那覇市］）

福地　泉
アドベンチストメディカルセンター 医療ソーシャルワーカー［西原町］）

人生の最期をともに生きる 家族と支える、チームでの療養支援

3

コーディネーター：儀間 真由美
（北山病院 緩和ケア認定看護師［今帰仁村］）

笹良 剛史
（南部病院　医師［糸満市］）

お別れの時期 看取りのときとグリーフケア

4

プログラムに関するお問い合わせ：琉球大学医学部附属病院がんセンター（担当：山口）TEL：098-895-1369（平日9:00-16:00）

申し込み期限：1月 29 日（金）
FAX、ウェブフォームにてお申し込みください。
2月8日より事務局から受講可否を通知いたします

テーマ
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テーマ


